
は
じ
め
に

室
生
寺
（
以
下
、
本
寺
と
略
称
す
る
）
は
、
現
在
真
言
宗
室
生
寺
派
大
本
山
で

あ
る
。
江
戸
時
代
の
史
料
で
は
、
空
海
創
建
（
あ
る
い
は
役
行
者
創
建
・
空
海
中

（

）

興
）
説
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
福
山
敏
男
氏
の
研
究
を
契
機
に
、
現
在
で
は
賢
璟

（

）

創
建
説
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
根
拠
は
、
宝
亀
年
中
（
七
七
〇
～
七

八
一
）、
賢
璟
が
浄
行
僧
の
一
人
と
し
て
山
部
親
王
（
の
ち
の
桓
武
天
皇
）
の
病

気
平
癒
を
願
う
「
延
寿
法
」
を
室
生
の
地
で
修
し
た
こ
と
を
伝
え
る
『
宀
一
山
年

分
度
者
奏
状
』（
以
下
『
宀
一
山
奏
状
』
と
略
称
す
る
。）
に
あ
る
。

（

）

本
寺
は
、
室
生
川
の
清
流
の
北
岸
に
臨
み
、
火
山
活
動
に
起
因
す
る
多
く
の
峰

に
囲
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
地
形
は
特
異
な
も
の
で
あ
り
、
龍
神
が
住
む
と
い
わ
れ

る
龍
穴
と
称
さ
れ
る
妙
吉
祥
龍
穴
な
ど
も
、
そ
れ
に
ち
な
む
も
の
で
あ
る
。
室
生

寺
が
建
立
さ
れ
た
地
域
は
、
幹
線
道
路
か
ら
は
最
奥
で
あ
り
、
い
わ
ば
俗
界
か
ら

隔
絶
さ
れ
た
秘
処
で
あ
る
一
方
、
室
生
川
対
岸
に
は
縄
文
時
代
か
ら
の
荷
ノ
出
遺

跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
早
く
か
ら
人
が
生
活
で
き
る
環
境
に
あ
る
。
井
上
一
稔

氏
は
そ
の
旨
を
指
摘
し
、
室
生
寺
に
は
「
聖
性
を
確
保
し
つ
つ
、
修
行
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
長
期
滞
在
も
で
き
る
と
い
う
好
条
件
が
備
わ
っ
て
い
た
」
と

（

）

さ
れ
る
。
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室
生
寺
弥
勒
堂
弥
勒
菩
薩
立
像
に
つ
い
て

太

田

均

＊

要

旨

「
は
じ
め
に
」
と
し
て
、
室
生
寺
の
歴
史
・
地
理
、
主
な
伽
藍
と
安
置
さ
れ
て
い
る

尊
像
な
ど
を
概
観
し
た
う
え
で
、
本
論
は
次
の
よ
う
な
構
成
で
考
察
す
る
。
第
一
章
で

本
像
の
概
要
を
示
し
、
本
題
の
主
題
を
明
確
に
す
る
観
点
か
ら
研
究
史
に
言
及
す
る
。
第

二
章
に
お
い
て
は
、
現
存
資
料
、
文
献
史
料
・
経
典
に
着
目
し
、
本
像
が
弥
勒
菩
薩
立

像
で
あ
る
か
の
正
否
に
つ
き
検
討
す
る
。
そ
の
際
に
は
、
尊
名
を
決
め
る
基
準
と
な
る

印
相
と
持
物
に
着
眼
し
、
さ
ら
に
本
像
と
類
似
の
像
容
を
有
す
る
作
例
と
比
較
検
討
す

る
。
第
三
章
に
お
い
て
は
、
賢
璟
・
修
円
の
事
績
と
室
生
寺
に
お
け
る
山
林
修
行
の
一

端
を
踏
ま
え
、
本
像
の
制
作
背
景
に
触
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
弥
勒
菩
薩
、
虚
空
蔵
菩
薩
、
虚
空
蔵
求
聞
持
法
、
自
然
智
、
山
林
修
行
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山
林
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
る
本
寺
に
は
、
平
安
時
代
初
期
創
建
の
金
堂
、
弥
勒

堂
、
平
安
時
代
後
期
創
建
の
灌
頂
堂
（
本
堂
）、
五
重
塔
な
ど
が
存
在
す
る
。
塔

は
、
年
輪
年
代
法
に
よ
り
八
〇
〇
年
前
後
に
建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
、
本
寺
創
建
に

（

）

遡
る
貴
重
な
遺
構
と
い
え
る
。
金
堂
に
は
薬
師
（
伝
釈
迦
）
如
来
立
像
・
十
一
面

観
音
菩
薩
立
像
、
弥
勒
堂
に
は
釈
迦
如
来
坐
像
、
灌
頂
堂
に
は
如
意
輪
観
音
坐
像

と
い
う
よ
う
に
、
各
堂
に
は
本
寺
の
信
仰
史
を
如
実
に
伝
え
る
尊
像
が
安
置
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
本
稿
が
取
り
あ
げ
る
弥
勒
菩
薩
立
像
（
図
１
～
４
、
以

下
「
本
像
」
と
略
称
す
る
。）
は
、
本
寺
に
伝
存
す
る
最
古
の
尊
像
で
あ
る
。

灌
頂
堂
建
立
前
の
諸
堂
の
様
子
を
伝
え
る
鎌
倉
時
代
の
『
宀
一
山
図
』
に
は
、

（

）

現
在
の
弥
勒
堂
の
位
置
に
「
伝
法
院
三
六
仏
」
と
い
う
表
記
が
あ
り
、
平
安
時
代

前
期
の
弥
勒
堂
に
は
弥
勒
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ

る
。

一

室
生
寺
弥
勒
菩
薩
立
像
の
概
要
と
尊
名
に
関
す
る
問
題
点

１

概
要

ま
ず
、
形
状
、
法
量
、
品
質
構
造
、
保
存
状
態
に
つ
い
て
記
す
。
こ
こ
で
は
、

『
大
和
古
寺
大
観
』
第
六
巻
「
室
生
寺
」
所
収
の
井
上
正
氏
に
よ
る
本
像
に
関
す

る
作
品
解
説
に
従
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（

）

【
形
状
】

・
本
体

髪
を
左
右
に
振
り
分
け
式
に
し
た
垂
髻
に
結
い
上
げ
、
髪
は
疎
彫
り

と
す
る
。
条
帛
を
か
け
ず
、
裳
（
折
返
し
付
）
を
着
け
、
背
面
に
は
裳
紐

の
余
り
と
思
わ
れ
る
帛
布
一
条
を
垂
下
す
る
。
左
手
は
臂
を
曲
げ
て
蓮
茎

（
後
補
）
を
執
り
、
右
手
は
垂
下
し
て
瓔
珞
飾
り
を
つ
ま
む
。
天
衣
は
肩

を
被
い
、
さ
ら
に
前
膊
に
か
か
っ
て
体
側
を
通
り
、
蓮
華
座
の
端
に
触
れ

て
屈
曲
垂
下
す
る
。
胸
飾
り
・
瓔
珞
・
腕
釧
・
臂
釧
を
つ
け
、
腰
を
わ
ず

か
に
左
に
ひ
ね
り
、
左
足
を
軸
足
と
し
て
蓮
華
座
に
立
つ
。
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・
台
座

蓮
華
座
。
蓮
肉
・
反
花
・
受
花
部
は
円
形
。
蓮
肉
・
反
花
部
の
各
弁

を
複
子
弁
形
式
と
す
る
。

【
法
量
】
像
高
九
四
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
他
の
法
量
は
注
に
記
す
。
（

）

【
品
質
・
構
造
】

・
本
体
及
び
台
座

榧
材
。
後
方
に
木
心
が
外
れ
る
心
去
り
材
を
用
い
、
髻
頂

よ
り
台
座
受
花
部
に
至
る
ま
で
を
、
両
手
・
天
衣
・
瓔
珞
な
ど
を
含
め
て

一
材
よ
り
彫
り
出
し
て
い
る
。
受
花
部
の
下
方
は
円
筒
形
に
造
り
出
し
、

台
座
反
花
部
に
挿
し
込
む
。
彩
色
は
、
髪
に
群
青
、
眉
・
髭
・
瞳
に
墨
、

白
眼
に
白
土
、
唇
に
朱
を
施
す
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
素
地
の
ま
ま
と
す

る
。

【
保
存
状
態
（
現
状
）】

・
本
体

宝
冠
・
冠
帯
・
持
物
・
天
衣
遊
離
部
・
瓔
珞
の
一
部
・
背
面
裳
裾
中

央
一
部
な
ど
は
い
ず
れ
も
後
補
。

・
台
座

蓮
肉
以
外
は
後
補
。
現
在
の
反
花
座
内
部
三
ヵ
所
に
設
け
ら
れ
た
刳

り
穴
に
当
初
の
残
欠
三
個
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
各
弁
は

複
子
弁
形
式
の
も
の
で
、
材
は
本
体
と
同
じ
榧
の
縦
木
一
材
に
よ
っ
て
造

ら
れ
、
現
在
の
も
の
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
復
原
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

・
光
背

円
形
の
頭
光
と
宝
珠
形
の
周
縁
部
よ
り
な
る
。
円
相
内
に
八
弁
の
蓮

華
形
を
透
か
し
、
周
縁
部
は
宝
相
華
文
を
透
か
し
、
最
下
に
枘
を
設
け
る
。

す
べ
て
後
補
。

２

研
究
史

本
像
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
久
野
健
氏
、
源
豊
宗

、
鈴
木
喜
博

、
井
上
正

（

）

（
10
）氏

（
11
）氏
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図３ 弥勒菩薩立像（室生寺） 右側面図４ 弥勒菩薩立像（室生寺） 左側面



、
そ
し
て
鷲
塚
泰
光

を
は
じ
め
と
す
る
優
れ
た
研
究
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

井
上
正
氏
は
、
本
像
が
、
素
木
の
小
像
で
、
室
生
寺
の
中
で
は
も
っ
と
も
古
様
を

示
す
小
檀
像
風
の
作
で
あ
り
、
古
様
を
示
す
点
と
し
て
は
、
中
央
に
三
条
を
並
べ

て
垂
下
さ
せ
る
瓔
珞
の
に
ぎ
や
か
な
形
式
、
額
を
せ
ま
く
頬
が
長
い
面
相
な
ど
を

指
摘
し
て
い
る
。
次
に
、「
檀
像
風
」
で
あ
る
点
に
関
し
、
久
野
氏
は
、
本
像
が

「
檀
像
様
の
独
尊
像
と
し
て
誰
し
も
認
め
る
」
も
の
の
う
ち
、
先
に
唐
か
ら
請
来

さ
れ
た
法
隆
寺
九
面
観
音
の
よ
う
な
、「
中
国
化
さ
れ
た
檀
像
様
式
」
の
系
統
に

属
す
る
と
さ
れ
た
。
本
像
と
九
面
観
音
と
の
類
似
性
は
、
井
上
正
氏
や
久
野
氏
の

ほ
か
、
複
数
の
識
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
鈴
木
氏
は
、「
大
方
を

素
地
仕
立
て
と
し
、
本
体
と
共
木
に
鏤
刻
さ
れ
た
胸
飾
、
瓔
珞
（
後
補
部
分
が
多

い
）
が
体
部
を
飾
り
、
裳
を
た
く
し
上
げ
足
首
を
あ
ら
わ
す
形
制
等
が
九
面
観
音

像
の
表
現
形
式
に
近
い
。」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
源
氏
は
、
腹
部
の
二
段
に
「
く

く
れ
」
を
も
つ
肉
付
け
や
両
脚
の
比
較
的
細
い
紐
状
の
衣
文
も
、
初
唐
の
仏
像
に

見
る
作
風
で
あ
る
旨
述
べ
ら
れ
る
。
鈴
木
氏
は
、
そ
の
く
び
れ
が
、
盛
唐
の
可
能

性
が
強
い
奈
良
・
与
楽
寺
十
一
面
観
音
像
に
共
通
す
る
と
さ
れ

。

本
像
の
制
作
時
期
に
関
し
て
は
、
従
来
平
安
時
代
初
期
と
す
る
見
解
が
有
力
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
井
上
正
氏
は
、「
隋
か
ら
盛
唐
期
に
か
け
て
瓔
珞
を
賑
や
か

に
配
す
る
こ
と
が
流
行
し
た
時
期
」
の
小
檀
像
を
典
拠
と
し
て
わ
が
国
で
制
作
さ

れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
、
制
作
年
代
は
お
そ
ら
く
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
に
か
け

て
の
頃
と
さ
れ
る
。
久
野
氏
も
本
像
を
八
、
九
世
紀
の
檀
像
な
い
し
檀
像
様
の
独

尊
像
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
念
頭
に
置
く
な
ら
、
本
像
の
制
作
は
奈
良

時
代
後
半
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
と
解
す
る
の
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
も

（
12
）氏

（
13
）氏

（
14
）る

の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
鷲
塚
氏
は
、「
平
安
初
期
の
一
木
彫
像
の
量
感
を
誇

示
す
る
彫
法
と
一
線
を
画
す
る
技
法
」
な
ど
か
ら
「
奈
良
時
代
の
要
素
が
濃
厚
」

で
、
檀
像
的
な
作
風
か
ら
考
え
て
も
、
制
作
時
期
は
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
最
近
に
お
い
て
、
井
上
一
稔
氏
が
室
生
寺
を
開
い
た
賢
璟
の

関
与
を
想
定
さ

、
鈴
木
氏
が
賢
璟
（
七
九
三
年
没
）
の
時
代
頃
ま
で
遡
る
と
推

定
さ
れ

な
ど
、
本
像
が
奈
良
時
代
末
期
の
八
世
紀
後
半
に
制
作
さ
れ
た
と
い
う

見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

本
像
の
来
歴
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
の
尊
名
に
関
し
て
は
、
弥
勒

菩
薩
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
有
力
で
あ
っ
た
。
弥
勒
菩
薩
と
す
る
根
拠
に
関
し
て

は
い
く
つ
か
の
理
解
が
あ
る
が
、
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
見
解
は
、『
室
生
村

』

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
堀
池
春
峰
氏
の
修
円
念
持
仏
説
で
あ
ろ

。
し
か
し
、

井
上
正
氏
が
「
当
初
の
尊
像
名
は
明
ら
か
で
な
い
」
と
さ
れ
る
な
ど
、
本
像
が
制

作
当
初
か
ら
弥
勒
菩
薩
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
は
少
な
か
ら
ず
異
論
が
示
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
鷲
塚
氏
は
「
像
容
か
ら
弥
勒
菩
薩
と
断
定
で
き
る
も
の
は
な

い

と
さ
れ
、
伊
東
史
朗
氏
は
、
右
手
で
瓔
珞
の
一
部
を
つ
ま
む
と
い
う
形
相
は

弥
勒
の
経
軌
に
は
な
い
こ
と
な
ど
を
根
拠
に
「
観
音
像
の
可
能
性
も
な
く
は
な
い
」

と
さ
れ

。
近
時
に
お
い
て
も
、
鈴
木
氏
は
弥
勒
菩
薩
と
す
る
確
証
は
な
い
と
述

べ
ら
れ
て
い

。
し
た
が
っ
て
、
本
像
に
関
し
て
ま
ず
解
明
す
べ
き
課
題
は
、
そ

の
尊
名
に
あ
る
と
考
え
、
以
下
そ
の
点
を
中
心
に
考
察
を
加
え
る
。

（
15
）れ

（
16
）る

（
17
）史

（
18
）う

（
19
）」

（
20
）る

（
21
）る
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二

尊
名
に
つ
い
て

１

奈
良
時
代
後
期
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
お
け
る
弥
勒
菩
薩
立
像

本
像
は
、
宝
冠
や
胸
飾
、
瓔
珞
を
身
に
つ
け
る
菩
薩
形
の
立
像
で
あ
る
。
八
世

紀
後
半
か
ら
遅
く
と
も
九
世
紀
前
半
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の

時
期
の
弥
勒
菩
薩
は
ど
の
よ
う
な
像
容
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
は
、
若
干
の
時
代
幅
を
と
り
飛
鳥
時
代
後
期
（
七
世
紀
後
半
）
か
ら
平
安
時
代

前
期
（
九
世
紀
）
に
範
囲
を
広
げ
、
経
軌
・
図
像
類
や
寺
院
資
財
帳
な
ど
に
着
目

し
な
が
ら
考
察
を
し
た
い
。

ま
ず
、
現
存
す
る
弥
勒
像
と
し
て
、
大
阪
・
野
中
寺
の
弥
勒
菩
薩
半
跏
思
惟
像

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
野
中
寺
像
が
弥
勒
菩
薩
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の

台
座
框
側
面
に
、
丙
寅
年
（
六
六
六
年
と
推
定
さ
れ
る
）
に
誓
願
造
立
さ
れ
た
弥

勒
菩
薩
で
あ
る
旨
の
銘
文
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
飛
鳥
時
代
の
二
軀
の
広
隆
寺
像

を
は
じ
め
、
中
宮
寺
、
長
野
・
観
松
院
、
奈
良
・
神
野
寺
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
中

の
諸
像
、
奈
良
時
代
の
奈
良
・
岡
寺
や
東
大
寺
像
な
ど
、
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時

代
に
か
け
て
多
く
の
半
跏
思
惟
像
が
制
作
さ
れ
て
お
り
、
野
中
寺
像
と
形
制
が
ほ

ぼ
同
一
で
あ
る
こ
れ
ら
の
半
跏
思
惟
像
の
多
く
は
、
弥
勒
菩
薩
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
。
図
像
類
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
『
覚
禅

』
に
お
け
る
弥
勒
菩
薩
は
坐

像
と
し
て
描
か
れ
る
。
胎
蔵
界
曼
荼
羅
や
弥
勒
菩
薩
を
主
尊
と
し
た
別
尊
曼
荼
羅

に
見
え
る
弥
勒
菩
薩
は
い
ず
れ
も
坐
像
で
あ
る
し
、
平
安
時
代
以
降
の
密
教
系
の

弥
勒
像
を
集
大
成
す
る
仁
和
寺
本
『
弥
勒
菩
薩
画
像
集
』
の
弥
勒
菩
薩
も
坐
像
で

あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

。
仁
和
寺
本
の
中
に
は
、「
元
興
寺
金
堂
弥
勒
像
」

（
22
）鈔

（
23
）う

と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
図
像
も
あ

。
岩
城
隆
利
氏
は
、
こ
の
図
像
な
ど
を
根
拠

に
、
元
興
寺
の
金
堂
に
は
本
尊
の
丈
六
弥
勒
菩
薩
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
さ

れ

。
な
お
、
念
の
た
め
如
来
形
に
つ
い
て
も
見
て
お
く
と
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
弥
勒

浄
土
変
（
第
九
号
壁
）、
同
寺
五
重
塔
初
層
弥
勒
仏
、
寛
平
四
年
（
八
九
二
）
造

立
銘
が
あ
る
和
歌
山
・
慈
尊
院
像
な
ど
い
ず
れ
も
坐
像
で
あ
る
。
立
像
の
弥
勒
仏

は
、
笠
置
寺
麿
崖
仏
な
ど
わ
ず
か
な
例
に
限
ら
れ
る
。
つ
ま
り
現
存
遺
例
を
見
る

限
り
、
平
安
時
代
前
期
ま
で
の
弥
勒
菩
薩
は
い
ず
れ
も
半
跏
像
か
坐
像
で
占
め
ら

れ
、
如
来
形
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
が
坐
像
で
、
立
像
の
存
在
は
希
少
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
弥
勒
関
係
の
経
軌
や
寺
院
資
財
帳
な
ど
の
文
献
資
料
に
目
を
転
じ
て

み
た
い
。
小
林
裕
子
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
藤
原
不
比
等
一
周
忌
（
養
老
五

年
・
七
二
一
）
の
際
、
興
福
寺
の
中
金
堂
に
は
、「
弥
勒
浄
土
変
」
と
楽
器
を
持

つ
天
人
像
、
金
剛
力
士
像
、
八
部
衆
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い

。『
仏
説
観
弥

勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』（
四
五
五
年
沮
渠
京
声

）
は
、
兜
率
天
に
お
い
て
天

人
が
化
生
し
て
衆
の
楽
器
を
執
り
歌
舞
す
る
旨
を
説
く
の
で
、
こ
の
弥
勒
浄
土
変

は
兜
率
天
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
経
に
は
弥
勒
菩
薩
が
兜
率
天
に
上
り
蓮
華
座
に

結
跏
趺
坐
す
る
（「
於
蓮
華
上
結
跏
趺
坐
」）
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
興
福
寺
中
金
堂
安
置
の
弥
勒
菩
薩
は
、
坐
像
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

南
都
寺
院
の
資
財
帳
の
主
な
も
の
と
し
て
、
法
隆
寺
、
大
安
寺
、
元
興
寺
、
西

大
寺
に
関
す
る
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

。
そ
の
な
か
に
お
い
て
、
松
田
和

晃
氏
の
索

を
出
発
点
に
弥
勒
に
関
す
る
記
述
を
考
察
す
る
と
、『
法
隆
寺
伽
藍
縁

起
并
流
記
資
財
帳
』
に
は
、「
弥
勒
仏
」（
そ
れ
は
「
弥
勒
仏
分
」
と
い
う
法
具
な

（
24
）る

（
25
）る

（
26
）う

（
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（
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）る

（
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）引
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ど
の
も
の
で
あ
る
）
の
記
述
が
あ
る
が
、「
弥
勒
菩
薩
」
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

「
弥
勒
菩
薩
」
と
い
う
記
述
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
『
西
大
寺
資
財
流
記

帳
』（
以
下
『
西
大
寺
資
財
帳
』
と
略
称
す
る
。）
と
『
元
興
寺
伽
藍
縁
起
幷
流
記

資
財
帳
』（
以
下
『
元
興
寺
資
財
帳
』
と
略
称
す
る
。）
で
あ
る
。
し
か
し
、『
元

興
寺
資
財
帳
』
に
は
弥
勒
菩
薩
の
像
容
に
関
す
る
具
体
的
記
述
は
認
め
ら
れ
ず
、

ま
た
そ
の
記
事
は
六
世
紀
中
葉
の
内
容
で
あ
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
弥
勒
菩
薩

の
像
容
を
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、『
西
大
寺
資
財
帳
』
で
は
、「
金
堂
院
」
の
一
つ
と
し
て
「
弥
勒

金
堂
一
基
」
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
弥
勒
金
堂
は
、
田
中
重
久
氏
に

よ
る
と
、『
続
日
本
紀
』
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
十
月
二
十
七
日
条
に
「
授
正
六

位
上
英
保
首
代
作
、
外
従
五
位
下
、
以
構
西
大
寺
兜
率
天
堂
也
」
と
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
宝
亀
二
年
に
完
成
し
た
も
の
と
い

。
つ
づ
く
「
弥
勒
堂
」
の
項
で
は

「
弥
勒
菩
薩
一
軀
」
を
は
じ
め
と
す
る
諸
像
と
荘
厳
具
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
が

な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
こ
こ
で
は
『
西
大
寺
資
財
帳
』
の
「
弥
勒
堂
」
の
項

に
お
け
る
記
載
を
も
と
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
西
大
寺
資
財
帳
』
に
見
え
る
「
弥
勒
菩
薩
像
」
の
割
注
に
は
、「
居
高
八
尺
、

座
高
一
丈
、
宝
冠
着
鏡
一
面
方
三
寸
」
と
あ
る
。
近
藤
有
宜
氏
は
、「
割
注
の
冒

頭
の
『
居
』
の
字
は
、『
資
財
帳
』
で
は
『
坐
る
』
或
い
は
『
据
え
る
』
の
意
味

に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
『
坐
る
』
と
解
さ
れ

」。
ま
た
、「
弥
勒
堂
」

の
項
に
は
、
種
々
の
楽
器
を
持
つ
坐
像
の
「
音
声
菩
薩
二
二
軀
」
と
立
像
の
音
声

菩
薩
「
二
軀
」
が
認
め
ら
れ
る
。『
上
生
経
』
は
、
華
上
の
二
四
人
の
天
女
が
菩

薩
の
如
く
そ
の
身
を
荘
厳
し
、
右
肩
に
無
量
の
楽
器
を
負
う
と
記
す
の
で
、
近
藤

（
30
）う

（
31
）る

氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
二
四
人
の
天
女
と
弥
勒
金
堂
の
音
声
菩
薩
二
四
体

と
は
同
数
で
か
つ
二
二
体
の
坐
像
が
種
々
の
楽
器
を
持
つ
点
に
お
い
て
、『
西
大

寺
資
財
帳
』
と
『
上
生
経
』
の
内
容
は
合
致
す

。
そ
し
て
、『
上
生
経
』
は
ま

た
、
先
述
の
と
お
り
弥
勒
菩
薩
が
「
結
跏
趺
坐
」
す
る
と
記
す
の
で
、
西
大
寺
弥

勒
金
堂
の
弥
勒
菩
薩
も
坐
像
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、『
西

大
寺
資
財
帳
』
に
は
、「
水
精
弥
勒
菩
薩
一
軀
立
高
一
尺
七
寸
」
と
い
う
尊
像
も
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
水
晶
製
と
考
え
ら
れ
る
弥
勒
菩
薩
立
像
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
想
定
で
き
る
。
し
か
し
、
近
藤
氏
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
立
像
と
い
う

「
像
容
か
ら
も
、
ま
た
厨
子
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
弥
勒
金
堂
に
は

そ
ぐ
わ
な
い
像
」
で
あ
っ

と
さ
れ
る
が
留
意
し
て
お
き
た
い
。

以
上
か
ら
、
法
隆
寺
、
元
興
寺
、
興
福
寺
、
西
大
寺
と
い
っ
た
南
都
の
主
要
な

寺
院
を
含
め
、
飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
弥
勒
菩
薩

は
、
お
そ
ら
く
水
晶
製
の
小
像
と
考
え
ら
れ
る
特
殊
な
像
を
除
き
、
い
ず
れ
も
半

跏
像
か
坐
像
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
初
期
に
か
け

て
制
作
さ
れ
た
室
生
寺
の
本
像
は
、
現
在
弥
勒
菩
薩
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

当
初
か
ら
弥
勒
菩
薩
で
あ
る
と
す
る
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

２

尊
容
の
考
察

本
像
の
右
手
は
、
指
を
伸
ば
し
垂
下
す
る
と
と
も
に
、
掌
の
内
側
を
体
軀
側
に

向
け
瓔
珞
か
ざ
り
を
つ
ま
む
。
掌
を
手
前
（
前
方
）
に
向
け
る
明
瞭
な
与
願
印
で

は
な
い
も
の
の
、
そ
の
形
は
与
願
印
に
近
い
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
左

手
は
屈
臂
し
て
持
物
を
執
り
、
後
補
で
あ
る
持
物
は
複
数
に
枝
分
か
れ
す
る
蓮
華

（
32
）る

（
33
）た
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茎
で
あ
る
。
尊
名
を
決
す
る
標
識
で
あ
る
印
相
と
持
物
、
小
檀
像
様
の
立
像
と
い

う
像
容
に
照
ら
し
、
本
像
は
観
音
菩
薩
と
虚
空
蔵
菩
薩
の
い
ず
れ
か
が
有
力
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
右
手
に
蓮
華
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
伊
東
氏
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
観
音

菩
薩
で
あ
る
可
能
性
は
捨
て
き
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
、
そ
れ
以
上
の
言
及
は
で

き
な
い
。
そ
こ
で
観
音
菩
薩
で
あ
る
可
能
性
を
留
保
し
つ
つ
、
本
像
が
虚
空
蔵
菩

薩
立
像
で
あ
る
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。
本
像
と
類
似
の
形
制
を
有
す
る
虚
空
蔵

菩
薩
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
作
例
は
、
高
日
山
虚
空
蔵
堂
に
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
大

津
市
仰
木
・
華
開
寺
蔵
像
、
松
江
市
美
保
関
・
佛
谷
寺
蔵
像
な
ど
、
極
め
て
少
な

い
。そ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
近
時
、
本
考
察
に
も
新
た
な
視
点
を
も
た
ら
す
重

要
な
指
摘
が
副
島
弘
道
氏
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
。
氏
は
、
聖
観
音
と
称
さ
れ
て

い
た
立
像
の
醍
醐
寺
木
造
菩
薩
（
図
５
、
以
下
「
醍
醐
寺
菩
薩
立
像
」
と
略
称
す

る
。）
が
「
正
し
く
は
虚
空
蔵
菩
薩
で
あ
る
」
こ
と
を
緻
密
な
考
察
を
も
と
に
明

ら
か
に
さ
れ

。
本
像
と
醍
醐
寺
菩
薩
立
像
は
、
印
相
・
持
物
、
そ
し
て
小
檀
像

様
の
立
像
で
あ
る
点
で
類
似
す
る
点
も
多
い
。
そ
こ
で
副
島
氏
の
論
考
に
導
か
れ

な
が
ら
、
本
像
が
虚
空
蔵
菩
薩
で
あ
る
か
ど
う
か
考
察
し
た
い
。

醍
醐
寺
菩
薩
立
像
は
、
松
田
誠
一
郎
氏
に
よ
る
と
、「
白
檀
の
代
用
材
を
用
い

て
素
地
色
の
彩
色
を
施
し
た
小
檀
像
」（
像
高
五
一
・
五
セ
ン
チ
）
で
あ
り
「
貞

観
年
間
（
八
五
九
―
八
七
七
）
末
頃
の
醍
醐
寺
創
建
を
さ
か
の
ぼ
る
制
作
」
に
か

か
る
も
の
で
あ

と
さ
れ
た
。
副
島
氏
は
、「
醍
醐
山
菩
提
寺
」（
そ
の
一
）
と

「
虚
空
蔵
菩
薩
中
天
竺
善
無
畏
三
蔵
之
御
作
」「
醍
醐
樹
下
谷
菩
提
寺
」（
そ
の

二
）、
と
陽
刻
さ
れ
た
二
種
類
あ
る
「
菩
提
寺
虚
空
蔵
菩
薩
版
木
」（
図
６
、
以
下

「
版
木
」
と
略
称
す
る
。）
に
関
す
る
調
査
の
過
程
に
お
い
て
、
版
木
と
醍
醐
寺

菩
薩
立
像
の
類
似
性
に
気
づ
か
れ
、
そ
の
来
歴
を
検
討
さ
れ
た
。
ま
ず
、
版
木
の

菩
薩
像
の
印
相
は
、
左
手
を
屈
臂
し
第
一
指
と
お
そ
ら
く
第
二
指
を
相
捻
じ
て
、

（
34
）た（

35
）る
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図５ 虚空蔵菩薩立像（醍醐寺）

図６ 菩提寺虚空蔵菩薩像
版木〔二〕（醍醐寺）



蓮
華
と
蓮
葉
を
付
け
た
蓮
茎
を
執
り
、
右
手
を
や
や
曲
げ
て
垂
下
し
、
掌
を
斜
め

内
側
に
向
け
て
全
指
を
伸
ば
し
て
い
る
。
醍
醐
寺
菩
薩
立
像
の
印
相
も
「
右
手
は

与
願
印
、
左
手
は
屈
臂
し
て
掌
を
前
に
向
け
第
一
、
第
三
指
を
相
捻
じ
て
持
物
を

つ
ま
む
」
の
で
、
版
木
と
は
細
部
を
除
い
て
そ
の
形
制
は
極
め
て
類
似
す
る
。
ま

た
、
醍
醐
寺
菩
薩
立
像
は
、
特
に
虚
空
蔵
菩
薩
版
木
（
そ
の
二
）
と
は
、「
上
縁

が
広
が
っ
た
形
の
天
冠
台
、
左
手
に
執
る
持
物
、
天
衣
の
翻
り
方
、
足
の
指
先
を

外
側
に
向
け
る
特
徴
な
ど
、
細
部
ま
で
形
が
一
致
す
る
」。
副
島
氏
は
以
上
を
指

摘
し
た
う
え
、
両
手
の
印
相
、
条
帛
、
天
衣
の
掛
け
方
、
長
く
裾
を
引
く
裾
の
形

な
ど
、
そ
の
形
は
版
木
の
菩
薩
像
に
き
わ
め
て
似
る
の
で
、
虚
空
蔵
菩
薩
像
版
木

に
表
さ
れ
て
い
る
像
は
醍
醐
寺
菩
薩
立
像
に
該
当
す
る
と
考
え
て
お
そ
ら
く
誤
り

な
い
と
さ
れ
、
醍
醐
寺
菩
薩
立
像
が
か
つ
て
菩
提
寺
に
本
尊
と
し
て
伝
わ
っ
た
虚

空
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
た
。

さ
ら
に
副
島
氏
は
、
醍
醐
寺
菩
薩
立
像
を
「
求
聞
持
法
の
儀
軌
に
ほ
ぼ
忠
実
に

従
っ
た
求
聞
持
法
本
尊
像
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
す
る
の
が
、
額
安

寺
旧
蔵
で
現
文
化
庁
所
蔵
の
乾
漆
虚
空
蔵
菩
薩
半
跏
像
（
図
７
）、
お
よ
び
醍
醐

寺
蔵
『
求
聞
持
法
根
本
尊
像
』（
図
８
、
以
下
『
根
本
尊
像
』
と
略
称
す
る
）
や

東
寺
蔵
『
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
』
南
方
幅
・
宝
虚
空
蔵
菩
薩
像
な
ど
の
図
像
と
の

類
似
性
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
根
本
尊
像
』
は
、
左
手
に
宝
珠
を
載
せ
た
蓮
華

の
茎
を
執
り
、
右
手
を
下
げ
て
与
願
印
を
結
び
、
五
仏
を
あ
ら
わ
し
花
に
飾
ら
れ

た
宝
冠
を
被
っ
て
、
蓮
華
座
上
に
、
右
足
を
上
に
し
て
お
そ
ら
く
結
跏
趺
坐
す
る

姿
で
あ
る
。
醍
醐
寺
菩
薩
立
像
は
、
印
相
だ
け
で
な
く
、
一
本
の
蓮
華
が
途
中
で

数
本
に
分
か
れ
、
そ
の
一
本
の
先
に
蓮
台
を
あ
ら
わ
す
持
物
を
執
り
、『
根
本
尊
像
』
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図８ 求聞持法根本尊像（醍醐寺）
図７ 虚空蔵菩薩半跏像

（文化庁 額安寺旧蔵）



と
は
印
相
と
持
物
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
同
一
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
類
似
す
る
。

そ
こ
で
、
副
島
氏
は
、
根
本
尊
像
が
求
聞
持
法
に
も
と
づ
く
虚
空
蔵
菩
薩
で
あ
る

以
上
、
醍
醐
寺
菩
薩
立
像
も
求
聞
持
法
に
も
と
づ
く
虚
空
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

室
生
寺
像
は
、
虚
空
蔵
菩
薩
で
あ
る
醍
醐
寺
菩
薩
立
像
と
像
容
が
よ
く
似
る
。
そ

こ
で
、
両
者
の
像
容
の
比
較
を
試
み
、
室
生
寺
像
が
求
聞
持
法
な
ど
の
虚
空
蔵
菩

薩
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
醍
醐
寺
像
の
印
相
は
、

右
手
は
掌
を
体
軀
側
に
向
け
た
与
願
印
で
、
左
手
は
屈
臂
し
て
掌
を
前
に
向
け
第

一
、
第
三
指
を
相
捻
じ
て
持
物
を
つ
ま
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
室
生

寺
像
は
右
手
が
掌
を
体
軀
側
に
向
け
た
与
願
印
で
瓔
珞
か
ざ
り
を
つ
ま
み
、
左
手

は
屈
臂
し
て
第
二
指
以
下
の
四
指
で
持
物
を
握
り
、
第
一
指
は
第
二
指
の
中
ほ
ど

に
添
え
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
は
持
物
の
執
り
方
や
瓔
珞
か
ざ
り
を
つ
ま
む
か
否

か
と
い
う
点
で
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
右
手
を
内
向
き
の
与
願
印
と
し
、
屈
臂
す

る
左
手
は
蓮
茎
を
執
る
点
で
共
通
す
る
。
ま
た
、
左
手
に
執
る
持
物
は
、
複
数
に

枝
分
か
れ
す
る
蓮
華
茎
で
あ
り
、
し
か
も
蓮
華
は
固
く
閉
じ
た
未
敷
の
も
の
と
半

分
程
度
開
い
た
半
敷
の
も
の
と
で
構
成
さ
れ
る
点
に
お
い
て
も
共
通
す
る
。
室
生

寺
像
の
半
敷
蓮
華
が
通
常
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
醍
醐
寺
像
の
そ
れ
は
蓮
台
を

示
す
点
で
違
い
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
両
者
の
形
制
は
極
め
て
類
似
す
る
。

な
お
、
両
者
の
持
物
は
と
も
に
後
補
で
あ
る
が
、
副
島
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
「
お
そ
ら
く
当
初
か
ら
の
形
を
踏
襲
し
た
も
の
」
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
室
生
寺
像
に
打
付
さ
れ
て
い
る
胸
飾
・
瓔
珞
な
ど
の
装
身
具
は
現
在
の
醍

醐
寺
像
に
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
井
上
正
氏
は
「
像
の
各
所
に
み
ら
れ
る
釘
孔
か

ら
推
定
」
し
、
当
初
は
、
別
製
の
金
具
に
よ
る
装
身
具
が
打
付
さ
れ
て
い
た
と
さ

れ

。
も
し
当
初
の
醍
醐
寺
像
に
瓔
珞
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
醍
醐
寺
像
の
右
手

の
形
状
か
ら
み
て
瓔
珞
を
指
に
掛
け
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
両
者
の
印
相
は
よ

り
類
似
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
醍
醐
寺
蔵
と
室
生
寺
像
が
、
と
も
に
瓔
珞
な
ど
の
装
身
具
を
打
付

し
た
と
推
定
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
も
印
相
と
持
物
が
極
め
て
類
似
す
る

の
で
、
尊
名
を
決
定
す
る
に
際
し
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い

。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
醍
醐
寺
菩
薩
立
像
が
求
聞
持
法
に

も
と
づ
く
虚
空
蔵
菩
薩
像
で
あ
る
以
上
、
本
像
も
虚
空
蔵
菩
薩
像
で
あ
る
可
能
性

を
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

三

虚
空
蔵
菩
薩
立
像
の
制
作
背
景

初
期
の
室
生
寺
に
お
い
て
虚
空
蔵
菩
薩
立
像
が
制
作
さ
れ
た
と
し
て
、
そ
の
造

像
の
背
景
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
の
目
的
は
本
像
の
尊

名
の
解
明
に
あ
る
の
で
、
本
像
の
制
作
背
景
に
関
し
て
は
、
室
生
寺
草
創
期
に
関

わ
っ
た
人
物
に
つ
い
て
考
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
一
端
を
示
す
に
と
ど
め
た
い
。

室
生
寺
を
創
建
し
た
と
さ
れ
る
賢
璟
に
関
し
て
は
、
佐
久
間
竜
氏
の
優
れ
た
研

究
が
あ

。
賢
璟
の
出
身
は
尾
張
国
で
、
俗
姓
は
荒
田
井
氏
で
あ

。
賢
璟
は
、

天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
正
月
九
日
の
「
優
婆
塞
貢
進
解
」
に
よ
る
と
、「
尾
張

国
愛
智
郡
成
海
郷
」
の
荒
田
井
直
族
子
麻
呂
を
優
婆
塞
と
し
て
推
薦
し
て
い

。
こ

の
貢
進
解
に
は
「
元
興
寺
僧
賢
璟
」
と
記
す
の
で
、
こ
の
時
期
に
賢
璟
は
元
興
寺

（
36
）る

（
37
）か

（
38
）る

（
39
）る

（
40
）る
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に
止
住
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）、
来
朝
し
た
鑑
真
一
行
を
迎
え
て
具
足
戒
を
受

、

天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
に
は
唐
招
提
寺
に
一
切
経
を
寄
進
し
て
い

。
そ
の

後
暫
く
賢
璟
の
名
は
正
史
上
に
は
登
場
し
な
い
も
の
の
、
佐
久
間
氏
は
、
宣
教
か

ら
法
相
教
学
を
中
心
と
す
る
学
問
を
学
び
、
興
福
寺
僧
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
と

さ
れ

。
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
二
月
に
は
、
律
師
と
し
て
興
福
寺
僧
綱
の
一
員

と
な

。
草
創
期
の
室
生
寺
を
考
え
る
う
え
で
最
も
重
要
な
『
宀
一
山
奏
状
』
に

記
さ
れ
る
山
部
親
王
の
「
延
寿
法
」
は
、
そ
の
数
年
後
の
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）

に
執
り
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
少
僧
都
に
な
っ
た
の
は
翌
宝
亀
十

年
（
七
七
九
）
で
あ
り
、
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
に
は
大
僧
都
と
な

。
そ
し
て
、

延
暦
十
二
年
（
七
九
三
）
十
月
、
八
十
歳
で
入
滅
す

が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
賢

璟
の
生
誕
は
和
銅
七
年
（
七
一
四
）
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

賢
璟
の
後
継
者
で
あ
る
修
円
は
、
賢
璟
同
様
、
法
相
の
碩
学
と
し
て
知
ら
れ
、

弘
仁
八
年
（
八
一
七
）
に
室
生
山
に
お
い
て
祈
雨
法
を
修
し
て
い

。
修
円
は
、

「
檉
生
禅
師
」
と
も
呼
ば
れ
、
承
和
二
年
（
八
三
五
）、
六
十
五
歳
で
室
生
に
お

い
て
入
滅
す

。

こ
の
よ
う
に
賢
璟
と
修
円
は
、
興
福
寺
法
相
宗
に
関
わ
っ
た
僧
で
あ
る
が
、
そ

も
そ
も
修
行
に
お
い
て
法
相
宗
は
山
林
修
行
を
重
視
す
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

法
相
宗
の
根
本
思
想
と
も
い
う
べ
き
唯
識
論
は
人
の
深
層
心
理
に
関
わ
る
内
容
を

も
つ
の
で
、
そ
の
奥
義
は
教
学
だ
け
で
究
め
る
こ
と
は
、
他
の
教
学
に
ま
し
て
困

難
で
あ
る
た
め
、
法
相
宗
は
特
に
実
践
行
を
重
視
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。『
続

日
本
紀
』
道
昭
伝
に
、
わ
が
国
の
法
相
第
一
伝
と
さ
れ
る
道
昭
が
、「
経
論
深
妙
、

（
41
）け

（
42
）る

（
43
）る

（
44
）る

（
45
）る

（
46
）る

（
47
）る

（
48
）る

不
レ

能
二

究
竟
一

。
不
レ

如
三

学
レ

禅
流
二
‐
伝
東
土
一

。」
と
い
う
師
玄
奘
三
蔵
の
教
示
に

基
づ
き
、
飛
鳥
の
法
興
寺
（
飛
鳥
寺
）
に
禅
院
を
建
て
、
弟
子
を
集
め

と
あ
る
。

金
子
啓
明
氏
は
こ
の
道
昭
伝
を
取
り
あ
げ
、「
禅
」
を
天
台
宗
で
重
要
視
す
る
『
摩

訶
止
観
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
瞑
想
法
に
近
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
、

法
相
宗
の
僧
は
、
里
（
平
城
京
）
で
は
な
く
、
山
林
で
禅
に
取
り
組
む
こ
と
を
重

視
す
る
こ
と
を
導
か
れ

。
瞑
想
は
、
山
林
に
籠
も
っ
て
修
め
る
の
が
効
果
的
で

あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
数
あ
る
奈
良
朝
山
林
寺
院
の
中
に
お
い
て
、
法
相
宗
に
関
わ
り
が
深
い

山
林
寺
院
と
し
て
真
っ
先
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
吉
野
の
比
蘇
山
寺
で
あ
る
。
そ

の
比
蘇
山
寺
が
建
立
さ
れ
た
吉
野
は
、
室
生
と
同
様
、
聖
性
を
保
ち
つ
つ
長
期
の

修
行
に
も
適
し
た
好
所
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
元
興
寺
法
相
宗
を
中
心
と
し
て
、「
自

然
智
宗
」
と
い
う
山
林
修
行
の
一
派
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
、
す
で
に
薗
田
香
融

氏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

。
こ
こ
で
氏
の
論
考
に
拠
り
な
が
ら
、「
自
然

智
」
と
い
う
概
念
を
手
掛
か
り
と
し
、
室
生
山
寺
に
お
け
る
求
聞
持
法
を
は
じ
め

と
す
る
虚
空
蔵
法
本
尊
の
制
作
」
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

「
自
然
智
」
は
、『
延
暦
僧
録
』
に
、

沙
門
神
叡
唐
学
生
也
。
因
レ

患
制
レ

亭
。
便
入
二

芳
野
一

。
依
二

現
光
寺
一

。
結
レ

盧
立
レ

志
。
披
二

閲
三
蔵
一

。
乗
レ

燭
披
翫
。
夙
夜
忘
レ

疲
。
逾
二

二
十
年
一

。
妙

通
二

奥
旨
一

。
智
海
淵
沖
。
義
雲
山
積
。
蓋
法
門
之
龍
象
也
。
俗
時
傳
云
。
芳

野
僧
都
得
二

自
然
智
一

。

と
あ
る
の
が
初
見
で
あ

。
氏
は
、
①
『
今
昔
物
語
』
に
お
け
る
神
叡
と
道
慈
と

の
法
論
に
関
す
る
逸

と
、
②
師
練
が
著
し
た
『
元
亨
釈
書
』
に
お
け
る
神
叡

（
49
）た

（
50
）る

（
51
）る

（
52
）る

（
53
）話

（
54
）伝
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を
根
拠
に
、
元
興
寺
に
お
け
る
自
然
智
宗
の
伝
統
の
存
在
を
導
か
れ
た
。
ま
ず
、

①
『
今
昔
物
語
』
の
逸
話
に
は
、

神
叡
心
ニ
智
恵
ヲ
得
ム
事
ヲ
願
ヒ
テ
。
大
和
国
の
吉
野
ノ
郡
ノ
現
光
寺
ノ
塔

ノ
杓
形
ニ
ハ
虚
空
蔵
菩
薩
ヲ
鋳
付
タ
リ
。
其
レ
ニ
緒
ヲ
付
テ
神
叡
是
レ
ヲ
引

ヘ
テ
。
願
ク
ハ
虚
空
蔵
菩
薩
。
我
レ
ニ
［

］
智
恵
ヲ
令
レ

得
給
ヘ
ト
祈
ケ

ル
ニ
。（
以
下
略
）

と
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
塔
の
「
杓
（
ひ
さ
ご
）
形
」（
水
煙
の
透
彫
り
）
に
あ
る

虚
空
蔵
菩
薩
に
付
け
た
緒
を
引
き
、
智
慧
の
獲
得
を
願
う
と
い
う
修
法
の
一
端
が

示
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
、
虫
喰
い
を
示
す
［

］
に
は
、「『
自
然
』
の
二
字
を
補

う
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
②
『
元
亨
釈
書
』
の
神
叡
伝
に
は
、「
釈

神
叡
、
唐
国
人
。
居
元
興
寺
講
唯
識
。
世
言
。
得
虚
空
蔵
菩
薩
霊
感
。」
と
あ
り
、

氏
は
、
師
練
が
①
の
「
自
然
智
」
を
②
で
「
虚
空
蔵
菩
薩
の
霊
感
」
と
置
換
え
た

の
は
、「『
自
然
智
』
が
虚
空
蔵
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な

ら
な
い
」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
自
然
智
は
、
虚
空
蔵
菩
薩
を
祈
願

の
対
象
と
し
、
こ
の
菩
薩
か
ら
賦
与
せ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
、
自
然
智
獲
得
の
方

法
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
密
教
の
修
法
は
、「
虚
空
蔵
求
聞
持
法
」（
以
下
「
求

聞
持
法
」）
と
略
称
す
る
）
で
あ
り
、「『
自
然
智
宗
』
と
は
『
虚
空
蔵
求
聞
持
法
』

に
よ
っ
て
『
聞
持
』
の
智
慧
を
得
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
山
林
修
行
の
一
派
で
あ

る
」
と
結
論
づ
け
ら
れ

。

さ
ら
に
氏
は
、
①
②
と
い
う
逸
話
に
加
え
、
神
叡
の
系
譜
に
属
す
る
と
さ
れ
る

護
命
が
吉
野
に
入
山
し
た
と
い
う
『
続
日
本
後
紀
』
の
記

と
、「
秋
階
僧
正
護
命

勤
修
此
法
。
得
自
然
智
云
々
」
と
い
う
『
覚
禅
鈔
』
の
記

を
取
り
あ
げ
、
そ
の
記

（
55
）た

（
56
）事

（
57
）事

事
は
覚
禅
が
「
炯
眼
」（
鋭
い
眼
力
）
を
有
す
る
故
に
信
用
で
き
る
も

と
し
、

自
然
智
宗
の
伝
統
を
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。

同
時
に
氏
は
、
覚
禅
鈔
に
い
う
「
此
法
」
と
は
求
聞
持
法
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
求
聞
持
法
の
典
拠
は
『
虚
空
蔵
菩
薩
能
満
所
願
最
勝
心
陀
羅
尼
求
聞
持
法
』（『
求

聞
持
軌
』
と
略
称
す
る
。）
で
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、『
五
十
巻

』

の
摘
要
に
従
っ
て
概
要
を
示
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
求
聞
持
法
の
内
容
を
検
討
さ

れ
、
そ
の
修
法
は
、「
あ
く
ま
で
も
『
自
然
智
』
の
獲
得
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る

も
の
」
で
あ
り
、
空
海
以
後
の
真
言
密
教
の
よ
う
に
、「
仏
凡
一
体
の
境
地
に
達

し
、
即
身
成
仏
を
企
図
す
る
」
も
の
で
は
な
い
と
い

。

か
か
る
薗
田
氏
の
優
れ
た
論
考
に
対
し
て
も
、
異
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

紺
野
敏
文
氏
は
「
神
叡
の
虚
空
蔵
法
が
た
だ
ち
に
求
聞
持
法
で
あ
っ
た
と
見
る
の

に
は
疑
問
が
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、『
覚
禅
鈔
』
の
記
事
か
ら
、「
天
平
神
護
二

年
（
七
六
六
）
以
降
吉
野
に
入
っ
た
元
興
寺
護
命
の
虚
空
蔵
法
が
、
覚
禅
が
解
す

る
よ
う
に
求
聞
持
法
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
頃
に
は
求
聞
持
形
本
尊
が
造
立

さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
」
と
さ
れ

。

も
し
、
天
平
神
護
二
年
以
降
と
い
う
奈
良
時
代
末
期
に
お
け
る
護
命
の
虚
空
蔵

法
が
求
聞
持
法
で
あ
る
な
ら
ば
、
奈
良
時
代
末
期
に
制
作
さ
れ
た
室
生
寺
本
像
が

求
聞
持
本
尊
と
解
す
る
こ
と
も
、
時
期
的
に
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
紺
野
氏

は
護
命
の
虚
空
蔵
法
が
求
聞
持
法
で
あ
る
と
断
定
は
さ
れ
て
い
な
い
し
、
近
時
、

末
木
文
美
士

、
前
谷
彰
・
恵
紹

、
井
上
一
稔

は
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
は

「
自
然
智
」
と
求
聞
持
法
は
結
び
つ
か
な
い
旨
の
主
張
を
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か

に
、『
求
聞
持
軌
』
は
、「
畫
像
法
」
で
虚
空
蔵
菩
薩
像
は
塔
廟
に
安
置
さ
れ
、「
作

（
58
）の

（
59
）鈔

（
60
）う

（
61
）る

（
62
）氏

（
63
）氏

（
64
）氏
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曼
荼
羅
法
」
で
は
木
壇
と
曼
荼
羅
と
い
う
継
続
的
修
法
が
予
定
さ
れ
、「
供
具
法
」

で
は
「
五
種
の
供
具
」
が
示
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
空
海
が
実
現
し
た
真
言
密
教
の

儀
式
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
奈
良
時
代
の
古
密
教
修
法
は
、
そ
の
度
ご

と
に
土
壇
を
作
り
、
特
定
の
尊
像
を
対
象
に
陀
羅
尼
の
読
誦
な
ど
を
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、『
求
聞
持
軌
』
は
奈
良
時
代
の
修
法
と
し
て
は
違
和
感
を
覚
え
る
。
し

か
し
、
奈
良
時
代
の
虚
空
蔵
法
が
、
井
上
一
稔
氏
が
主
張
さ
れ
る
「
求
聞
持
法
で

は
な
い
」
も
の
と
か
、『
求
聞
持
軌
』
の
基
礎
と
な
っ
た
古
密
教
修
法
に
ふ
さ
わ

し
い
求
聞
持
法
や
そ
の
儀
軌
が
想
定
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
「
自
然
智
」

と
結
び
つ
く
可
能
性
は
捨
て
き
れ
な
い
。

で
は
、
賢
璟
が
奈
良
時
代
末
期
、
本
寺
に
於
い
て
求
聞
持
法
な
ど
に
基
づ
く
山

林
修
行
を
し
、
そ
の
本
尊
と
し
て
虚
空
蔵
菩
薩
立
像
を
制
作
し
た
も
の
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

室
生
寺
に
関
係
す
る
賢
璟
や
修
円
は
、
元
興
寺
の
僧
で
は
な
い
。
し
か
し
、
賢

璟
は
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
頃
、
比
蘇
山
寺
に
た
し
か
に
止
住
し
て
い
た
し
、

天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
に
は
、
大
安
寺
三
論
系
に
属
し
、「
戒
律
・
禅
法
」

に
造
詣
が
深
か
っ
た
道
璿
が
、
比
蘇
山
寺
に
退
居
し
て
い

こ
と
か
ら
、
比
蘇
山

寺
は
以
前
の
よ
う
な
元
興
寺
の
別
所
的
性
格
か
ら
、
南
都
諸
宗
に
お
け
る
山
林
修

行
の
拠
点
に
変
貌
を
遂
げ
て
い
た
も
の
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
も
、

賢
璟
や
修
円
が
山
林
修
行
を
重
視
す
る
法
相
宗
の
僧
で
あ
り
、
自
然
智
の
獲
得
に

強
い
関
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
薗
田
氏
は
、「
興
福
寺

の
一
派
が
相
踵
い
で
室
生
山
に
入
住
し
た
の
も
同
じ
よ
う
な
要
求
に
促
さ
れ
た
結

果
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
さ
れ

が
、
そ
こ
に
い
う
「
要
求
」
と
は
、

（
65
）る

（
66
）る

自
然
智
獲
得
の
た
め
の
山
林
修
行
を
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
す
る
と
き
、
賢
璟
あ
る
い
は
修
円
が
、
室
生
の

地
に
お
い
て
自
然
智
獲
得
の
た
め
の
山
林
修
行
を
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
と
め
に
か
え
て

本
稿
に
お
い
て
、
本
像
が
求
聞
持
法
な
ど
に
も
と
づ
く
虚
空
蔵
菩
薩
で
あ
り
、

自
然
智
獲
得
の
た
め
の
山
林
修
行
を
背
景
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
本
稿
の
第
一
次
的
な
目
的
が
本
像
の
尊
名
の
考
察
に

あ
り
、
背
景
に
つ
い
て
は
十
分
な
論
述
を
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
直
近
の

課
題
は
、
本
像
の
制
作
背
景
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
あ
る
。『
宀
一
山
奏
状
』
は

「
旧
記
」
伝
と
し
て
、「
浄
行
僧
」
五
人
が
山
部
親
王
の
延
寿
法
を
修
し
た
こ
と

を
記
す
。
室
生
寺
の
開
祖
と
さ
れ
る
賢
璟
は
、
そ
の
浄
行
僧
の
中
心
的
役
割
を
担
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
薗
田
氏
は
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
政
府
の
厳
格
な

統
制
下
で
も
許
容
さ
れ
た
山
林
修
行
が
、「
如
法
修
行
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
い
う

「
如
法
修
行
」
と
は
求
聞
持
法
な
ど
の
「
仏
教
の
み
ず
か
ら
定
め
る
と
こ
ろ
の
法
」

で
あ
る
と
さ
れ

。
そ
こ
で
、
本
像
制
作
の
背
景
の
考
察
の
た
め
、「
浄
行
」
の

意
義
、
浄
行
と
自
然
智
と
の
関
係
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
自
然
智
獲
得
の
た
め
の

山
林
修
行
の
具
体
的
内
容
を
示
す
つ
も
り
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
は
、
修
士
論
文
の
一
部
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
修

士
論
文
で
は
、
本
像
の
尊
名
や
制
作
背
景
の
ほ
か
、
金
堂
の
薬
師
（
伝
釈
迦
）
如

（
67
）る
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来
や
龍
穴
神
に
関
す
る
課
題
に
も
言
及
し
た
が
、
さ
ら
に
室
生
寺
金
堂
の
諸
像
な

ど
の
関
係
図
像
、
資
・
史
料
を
博
捜
し
、
本
寺
草
創
期
の
解
明
に
努
め
た
い
。

注（
１
）「
室
生
寺
」（『
大
和
志
・
大
和
志
料
』
―
大
和
志
―
・
二
三
〇
頁
）。「
室
生
事
」（『
塵

添
壒
囊
鈔
』
巻
十
九
・
四
〇
一
頁
）。

（
２
）
福
山
敏
男
「
室
生
寺
の
建
立
年
代
」（『
日
本
建
築
史
の
研
究
』
所
収
・
四
四
九
頁
以

下
、
一
九
四
三
年
）。

（
３
）『
宀
一
山
奏
状
』
の
う
ち
、
山
部
親
王
の
「
延
寿
法
｣
に
関
連
す
る
箇
所
を
示
す
。

謹
検
旧
記
云
。
以
去
宝
亀
年
中
東
宮
聖
躰
不
予
之
時
。
請
浄
行
僧
五
人
。
於
彼
山

中
。
令
修
延
寿
法
。
是
遂
乃
蠲
愈
。
玉
躰
安
予
。
其
後
興
福
寺
大
僧
都
賢
璟
。
殊
蒙

仰
旨
。
奉
為
国
家
創
建
山
寺
也
。

（
４
）
井
上
一
稔
「
室
生
寺
の
歴
史
と
宝
物
」（
特
別
展
『
奈
良
・
国
宝
室
生
寺
の
仏
た
ち
』

図
録
・
一
三
三
頁
以
下
、
仙
台
市
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
）。

（
５
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
光
谷
拓
実
「
解
説
室
生
寺
五
重
塔
の
年
輪
年
代
法
に
よ
る
調

査
」（『
検
査
技
術
』
６
号
、
日
本
工
業
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）、
同
「
年
輪
年
代
法

と
文
化
財
」（『
日
本
の
美
術
』
四
二
一
号
・
七
頁
五
八
頁
以
下
、
至
文
堂
、
二
〇
〇

一
年
）
に
詳
し
い
。
光
谷
氏
の
調
査
は
四
層
目
の
西
側
軒
支
輪
化
粧
裏
板
を
対
象
と

し
て
行
わ
れ
、
氏
は
次
の
よ
う
に
分
析
し
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
板

材
は
二
四
一
層
分
の
年
輪
が
あ
り
、
こ
れ
と
ヒ
ノ
キ
の
暦
年
標
準
パ
タ
ー
ン
と
の
照

合
の
結
果
、
残
存
最
外
年
輪
測
定
年
代
は
、
七
七
六
年
と
確
定
で
き
る
。
そ
し
て
、

こ
の
板
に
は
、
辺
材
部
分
が
一
・
九
㎝
残
っ
て
お
り
、
ヒ
ノ
キ
の
辺
材
幅
は
普
通
三

㎝
な
の
で
、
製
材
時
に
一
・
一
㎝
程
度
削
り
と
ら
れ
て
い
る
。
一
・
九
㎝
あ
る
板
材

に
残
っ
た
辺
材
部
分
に
は
三
二
層
の
年
輪
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
・
一
㎝
の
削
ら
れ

た
部
分
に
は
一
八
層
分
の
年
輪
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
西
側

軒
支
輪
化
粧
裏
板
の
伐
採
年
代
は
、
残
存
最
外
年
輪
測
定
年
代
の
七
七
六
年
に
、
削

ら
れ
た
一
八
年
分
を
加
算
し
た
七
九
四
年
頃
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
光
谷
氏
の
年
輪
年

代
法
に
関
す
る
数
多
く
の
実
績
に
照
ら
し
、
極
め
て
信
頼
に
値
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

（
６
）
神
奈
川
・
称
名
寺
蔵
『
宀
一
山
図
』
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
十
二
月
写
。
弥
勒
堂

以
外
で
は
、「
彼
墓
所
也
」（
修
円
廟
）、「
根
本
堂
薬
師
佛
」（
本
堂
）、「
本
堂
ヨ
リ

五
丁
龍
穴
」「
五
重
木
塔
此
塔
内
四
佛
」。「
古
堂
跡
石
居
」
は
、
現
在
本
堂
と
さ
れ

て
い
る
灌
頂
堂
が
鎮
座
す
る
場
所
に
あ
た
る
。『
宀
一
山
図
』
に
潅
頂
堂
が
描
か
れ

て
い
な
い
こ
と
に
つ
き
、
鈴
木
嘉
吉
氏
は
、
灌
頂
堂
が
建
立
さ
れ
る
以
前
の
、「
や

や
遡
っ
た
時
期
の
実
状
を
伝
え
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
る
（「
本
堂
」（『
大
和
古

寺
大
観
』
第
六
巻
「
室
生
寺
」
二
〇
頁
）。

（
７
）
井
上
正
「
弥
勒
菩
薩
立
像
」（『
大
和
古
寺
大
観
』
第
六
巻
「
室
生
寺
」
四
七
頁
以

下
）。

（
８
）
像
高
以
外
の
法
量
は
、
次
の
と
お
り
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。

頂
―
三
道
二
五
・
一

面
長
一
一
・
一

面
幅
一
〇
・
四

面
奥
一
四
・
五

耳
張

一
二
・
七

臂
張
三
〇
・
二

胸
厚
（
左
、
天
衣
を
含
む
）
一
六
・
二

腹
厚
一

三
・
四

裾
張
二
三
・
七

足
先
開
（
外
側
）
一
三
・
九

同
（
内
側
）
四
・
八

蓮
肉
径
（
前
後
）
二
三
・
二

同
（
左
右
）
二
二
・
〇

（
９
）
久
野
健
「
檀
像
様
彫
刻
の
系
譜
」（『
平
安
初
期
彫
刻
史
の
研
究
』
第
四
章
所
収
・
二

六
二
頁
以
下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）。

（
10
）
源
豊
宗
「
室
生
寺
の
仏
像
」（『
日
本
美
術
史
論
究
』
第
三
巻
所
収
・
二
五
五
頁
以
下
、

思
文
閣
、
一
九
八
〇
年
）。

（
11
）
鈴
木
喜
博
「
栢
木
像
と
檀
像
彫
刻
」（『
美
術
史
』
一
〇
七
号
・
一
七
頁
、
一
九
七
九

年
）。

（
12
）
註
７
。

（
13
）
鷲
塚
泰
光
「
室
生
寺
」（『
日
本
の
古
寺
美
術
』
第
十
三
巻
・
九
三
頁
以
下
、
保
育
社
、

一
九
九
一
年
）。
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（
14
）
鈴
木
喜
博
「
弥
勒
菩
薩
立
像
」（
特
別
展
『
神
仏
習
合

か
み
と
み
ほ
と
け
が
織
り

な
す
信
仰
と
美
』
図
録
作
品
解
説
４５
・
二
六
六
頁
、
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
七

年
）。

（
15
）
井
上
一
稔
「
弥
勒
菩
薩
立
像
」（『
室
生
寺
』
古
寺
巡
礼
奈
良
６
・
三
八
頁
、
淡
交
社
、

二
〇
一
〇
年
）。

（
16
）
注

16

14
。
鈴
木
氏
は
、
本
像
の
古
様
さ
と
「
全
体
に
一
木
彫
成
像
の
重
厚
さ
」
を
有
す

る
こ
と
を
根
拠
に
、
本
像
が
「
八
世
紀
後
半
に
遡
る
」
と
さ
れ
る
。

（
17
）『
室
生
村
史
』（
室
生
村
史
編
集
委
員
会
、
一
九
六
六
年
）。

（
18
）
堀
池
春
峰
「
宀
一
山
図
と
室
生
寺
」（『
南
都
仏
教
史
の
研
究
下
諸
寺
篇
』
所
収
・
八

二
頁
以
下
、
法
蔵
館
・
二
〇
〇
三
年
）。

（
19
）
注

19

13
・
九
八
頁
。

（
20
）
伊
東
史
朗
「
弥
勒
像
」（『
日
本
の
美
術
』
第
三
一
六
号
・
五
三
頁
、
至
文
堂
、
一
九

九
二
年
）。

（
21
）
注

21

14
。

（
22
）『
覚
禅
鈔
』「
弥
勒
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
巻
五
・
一
九
頁
以
下
）。

（
23
）『
弥
勒
菩
薩
画
像
集
』
京
都
仁
和
寺
蔵
本
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
巻
六
・
四
九

頁
、
図
像
16
）。

（
24
）
仁
和
寺
本
の
中
に
立
像
の
「
笠
置
弥
勒
像
」
も
含
ま
れ
て
い
る
（
注

24

23
・
五
〇
頁
、

図
像
17
）
が
、
伊
東
氏
は
「
如
来
形
立
像
」
と
さ
れ
て
お
り
（
注

17

20
・
四
五
頁
）、

そ
れ
は
弥
勒
仏
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
25
）
岩
城
隆
利
『
元
興
寺
の
歴
史
』
五
五
頁
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）。

（
26
）
小
林
裕
子
「
北
円
堂
と
中
金
堂
の
弥
勒
像
」（『
興
福
寺
創
建
期
の
研
究
』
第
五
章
・

一
三
七
頁
以
下
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
一
年
）。

（
27
）『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』
四
五
五
年
沮
渠
京
声
訳
・
北
涼
（『
大
正
新
脩
大
蔵

経
』
巻
十
四
・
四
一
八
頁
）。

（
28
）
竹
内
理
三
編
『
寧
楽
遺
文
』
中
巻
・
三
四
三
頁
以
下
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
一

年
）。

（
29
）
松
田
和
晃
『
検
引
対
照

古
代
資
財
帳
集
成

奈
良
期
』
六
五
頁
（
す
ず
さ
わ
書
店
、

二
〇
〇
一
年
）。

（
30
）
田
中
重
久
「
西
大
寺
創
立
の
研
究
」（「
考
古
学
評
論
」
第
三
輯
『
仏
教
考
古
学
論
叢
』

所
収
・
一
六
八
頁
以
下
、
東
京
考
古
学
会
、
一
九
四
一
年
）。

（
31
）
近
藤
有
宜
「
薬
師
金
堂
と
弥
勒
金
堂
」（『
西
大
寺
の
創
建
と
称
徳
天
皇
』
第
四
章
、

勉
誠
出
版
・
一
〇
六
頁
以
下
、
二
〇
一
三
年
）。

（
32
）
注

32

31
・
一
〇
七
頁
。

（
33
）
そ
の
う
え
で
近
藤
氏
は
、
称
徳
天
皇
を
念
頭
に
さ
れ
、「
当
初
は
極
め
て
身
分
の
高

い
貴
人
の
念
持
仏
と
し
て
制
作
さ
れ
、
後
に
弥
勒
金
堂
に
厨
子
ご
と
移
さ
れ
た
」
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
注
31
・
一
一
二
頁
）。

（
34
）
副
島
弘
道
「
菩
提
寺
虚
空
蔵
菩
薩
像
版
木
と
醍
醐
寺
木
造
聖
観
音
立
像
」（
川
勝
守
・

賢
亮
博
士
古
稀
記
念『
東
方
学
論
集
』（
三
六
三
頁
以
下
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）。

（
35
）
松
田
誠
一
郎
「
聖
観
音
菩
薩
立
像
」（『
醍
醐
寺
大
観
』
第
一
巻
・
九
〇
頁
）。

（
36
）
井
上
正
「
京
都
・
醍
醐
寺
聖
観
音
立
像
」（『
日
本
美
術
工
芸
』
五
九
九
号
・
三
三
頁
、

日
本
美
術
工
芸
社
、
一
九
八
八
年
）。

（
37
）
加
え
て
、
本
像
と
醍
醐
寺
菩
薩
立
像
に
関
す
る
天
衣
の
構
成
は
ほ
ぼ
等
し
い
。
両
者

の
天
衣
と
も
、
そ
の
表
現
は
広
範
な
虚
空
す
な
わ
ち
大
空
を
暗
示
す
る
も
の
と
い
え
、

虚
空
蔵
菩
薩
の
も
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。

（
38
）
佐
久
間
竜
『
日
本
古
代
僧
伝
の
研
究
』
一
六
七
頁
以
下
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三

年
）。
ほ
か
に
、
毛
利
久
氏
の
「
室
生
寺
の
創
建
と
金
堂
諸
像
」（『
大
和
古
寺
大
観
』

第
六
巻
「
室
生
寺
」
五
頁
）
と
、
堀
池
氏
の
（「
室
生
寺
の
歴
史
」『
南
都
仏
教
史
の

研
究
下
諸
寺
篇
』
所
収
・
一
三
頁
以
下
、
注
１８
・
六
四
頁
以
下
）
を
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

（
39
）『
七
大
寺
年
表
』
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
甲
寅
条
（『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
七
輯

上
・
四
六
八
頁
）。
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（
40
）「
優
婆
塞
貢
進
解
」（『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
の
八
・
一
六
二
頁
）。

○
優
婆
塞
貢
進
解
正
倉
院
文
書

（
続
々
修
一
帙
三
裏
書
）

荒
田
井
直
族
子
麻
呂
年
十
六

誦

理
趣
経

最
勝
王
経
二
品

羂
索
経
咒

千
手
経
咒

読

法
華
経
一
部
破
文

最
勝
王
経
一
部
音

瑜
伽
論
菩
薩
地
破
文

雑
経
種
種

右
人
、
尾
張
国
愛
智
郡
成
海
郷
戸
頭
少
初
位
上
荒
田
井
直
族
益
麻
呂
戸
口
、

師
主
元
興
寺
僧
賢
璟

天
平
十
五
年
正
月
九
日

（
41
）『
元
亨
釈
書
』（
第
一
次
『
国
史
大
系
』
第
十
四
巻
）。『
東
征
伝
』
に
、

又
旧
大
僧
霊
福
、
賢
憬
、
志
忠
、
道
縁
、
平
徳
、
忍
基
、
善
謝
、
行
忍
等
八
十
余

（
マ
マ
）

人
僧
。
捨
二

旧
戒
一

重
受
二

和
上
所
レ

授
之
戒
一

。

と
あ
る
。

（
42
）『
招
提
寺
建
立
縁
起
』（
醍
醐
寺
本
『
諸
寺
縁
起
集
』、
護
国
寺
本
『
諸
寺
縁
起
集
』

に
所
引
）。

（
43
）
注

43

38
・
一
六
九
頁
。

（
44
）
注

44

39
。

（
45
）『
続
日
本
紀
』
延
暦
三
年
〔
七
八
四
〕
六
月
九
日
条
（『
国
史
大
系
』
第
二
巻
・
五
〇

〇
頁
）。

（
46
）『
僧
綱
補
任
』
第
一
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
二
三
冊
・
七
四
頁
）。『
七
大
寺
年

表
』
延
暦
一
二
年
癸
酉
条
（『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
七
輯
上
・
四
九
三
頁
）
に
も

同
様
の
記
載
が
あ
る
。

（
47
）『
日
本
紀
略
』
弘
仁
八
年
六
月
二
日
条
（『
国
史
大
系
』
第
十
巻
・
三
〇
五
頁
）。

（
48
）『
興
福
寺
別
当
次
第
付
権
別
当

』
巻
之
一
（『
続
々
群
書
類
従
』
第
二
・
七
〇
九
頁
以
下
）。

ま
た
、
修
円
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
注
38
に
記
載
す
る
毛
利
氏
（
六
頁
）
と
堀
池
氏

（
二
一
頁
以
下
）
の
両
文
献
の
ほ
か
、
猪
熊
兼
繁
氏
の
「
修
円
僧
都
と
室
生
寺
弥
勒

堂
」（『
史
迹
と
美
術
』
第
十
一
輯
ノ
二
〔
百
十
一
号
〕
一
五
頁
）
に
詳
し
い
。

（
49
）『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
四
年
三
月
一
〇
日
条
〔
道
昭
伝
〕（『
国
史
大
系
』
第
二
巻
・

五
頁
）。

（
50
）
金
子
啓
明
『
西
大
寺
』（『
日
本
の
古
寺
美
術
』

50

10
・
二
八
頁
以
下
、
保
育
社
、
一
九

八
七
年
）。
な
お
、「
禅
」
と
は
、
迷
い
を
断
ち
、
感
情
を
鎮
め
、
心
を
明
ら
か
に
し

て
、
真
実
な
理
法
を
体
得
す
る
こ
と
で
あ
る
（
中
村
元
監
修
「
新
・
佛
教
辞
典
」）

（
51
）
薗
田
香
融
「
古
代
仏
教
に
お
け
る
山
林
修
行
と
そ
の
意
義
―
特
に
自
然
智
宗
を
め

ぐ
っ
て
―
」（
佐
野
賢
治
編
『
虚
空
蔵
信
仰
』
民
衆
宗
教
史
叢
書
第
二
四
巻
所
収
・

一
四
三
頁
以
下
、
雄
山
閣
、
一
九
九
一
年
）。
ほ
か
に
、
薗
田
氏
の
『
平
安
仏
教
の

研
究
』
法
蔵
館
・
一
九
八
一
年
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
52
）『
扶
桑
略
記
』
第
六
（
天
平
二
年
十
月
十
七
日
）
が
引
用
す
る
『
延
暦
僧
録
』（『
国

史
大
系
』
第
十
二
巻
九
〇
頁
）。

（
53
）『
今
昔
物
語
集
』（『
国
史
大
系
』
第
十
七
巻
・
一
四
頁
以
下
）。

（
54
）
注

54

41
『
元
亨
釈
書
』。

（
55
）
注

55

51
・
一
五
〇
頁
以
下
。

（
56
）『
続
日
本
後
紀
』
承
和
元
年
戊
午
条
（『
国
史
体
系
』
第
三
巻
二
九
頁
）。

（
57
）『
覚
禅
鈔
』
巻
六
十
五
「
求
聞
持
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
巻
五
・
七
七
頁
）。

（
58
）
注

58

51
・
一
五
二
頁
。

（
59
）『
五
十
巻
鈔
』
第
十
五
（「
真
言
宗
全
書
」
下
巻
・
二
八
五
頁
以
下
）。

（
60
）
注

60

51
・
一
五
二
頁
以
下
。

（
61
）
紺
野
敏
文
「
虚
空
蔵
菩
薩
像
の
成
立
（
下
）」（『
仏
教
藝
術
』
二
三
二
号
・
七
五
頁
、

一
九
九
七
年
）。

（
62
）
末
木
文
美
士
『
日
本
仏
教
思
想
史
論
考
』（「
八

奈
良
時
代
の
禅
」、
大
蔵
出
版
、

一
九
九
三
年
）。
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（
63
）
前
谷
彰
・
恵
紹
「
虚
空
蔵
求
聞
持
法
と
自
然
智
宗
」（『
仏
教
文
化
の
諸
相
』
高
木
訷

元
博
士
古
稀
記
念
論
集
・
二
三
五
頁
以
下
、
高
野
山
大
学
仏
教
学
研
究
室
、
二
〇
〇

〇
年
）。

（
64
）
井
上
一
稔
「
室
生
寺
か
ら
み
た
古
代
山
寺
の
諸
相
」（
久
保
智
康
編
『
日
本
の
古
代

山
寺
』
二
四
七
頁
以
下
、
高
志
書
院
、
二
〇
一
六
年
）。

（
65
）「
吉
備
真
備
纂
」
道
璿
伝
（『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』〔『
伝
教
大
師
全
集
』
第
一
巻

二
一
一
頁
〕、
比
叡
山
専
修
院
附
属
叡
山
学
院
、
一
九
八
九
年
）。

（
66
）
薗
田
香
融
「
草
創
期
室
生
寺
を
め
ぐ
る
僧
侶
の
動
向
」（
京
都
大
学
読
史
会
創
立
五

十
周
年
記
念
『
国
史
論
集
』（
一
）
四
一
九
頁
、
一
九
五
九
年
）。

（
67
）
注

67

51
・
一
六
〇
頁
。

「
付
記
」

こ
の
拙
稿
を
書
き
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
奈
良
大
学
塩
出
貴
美
子
教
授

を
は
じ
め
、
多
く
の
先
生
方
か
ら
の
御
指
導
の
賜
物
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
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良
大
学
関
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一
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授
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々
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御
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示
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え
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究
す
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び
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で
い
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き
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深
く
感
謝
の
意
を
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し
ま
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。
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太田：室生寺弥勒堂弥勒菩薩立像について
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Summary

OntheStandingStatueofMaitreyaEnshrinedintheMurou-jiMaitreyaHall

HitoshiOota

Atpresent,StandingMirokubosatsuareenshrinedinaMaitreyahallinMurou-jitemplein
Nara.It'sthoughtthataproductiontimeofthisstatueisthoughtthatitisbetweentheendof
theeighthcenturyandthebeginningoftheninthcentury.Questionshavebeenraisedby
severalscholarsaboutthefactthatthisimagewasproducedasMirokubosatsu.SoIthought
thenameofthisstatuetoconsider.
Firstofall,IconsideredwhethertherewasanexampleofthecreationoftheMirokubosatsu
ofthestatuearoundtheNaraperiod.InlightofactualexamplesandliteraturematerialsMiroku
bosatsuofastandingfigureisn'tproducedexceptforanallexceptionalcaseduringthatperiod.
TheMirokubosatsuproducedthistimeisaseatedstatueorseatedwithonelegpendent
mostly.Therefore,IthoughtatthetimeofproductionthatMurou-jistatuewasnotMiroku
bosatsu.
Next,IshowedtheideathatthisstatueisKokūzōbosatsu.Asitsbasis,Imainlyconsidered

thewoodenKokūzōbosatsustatueofDaigo-jitempleandarecentpaperonit.Becausethehand
gesturesandattributesheldbythedeitiesofMurou-jitemplearequitesimilartotheimagesof
KokūzōbosatsuinDaigo-jitemple.
Finally,IbrieflymentionedtheproductionbackgroundofthisMurou-ji’sstatue.Hisosan-ji
templeinYoshinotherewasatraditionof“Jinenti”secttrainingattheforest.Murou-jistatue
isconsideredtobeasamplebasedonthattradition.

Keywords：Miroku bosatsu (Sk.Maitreya)、Kokūzō bosatsu (Sk.Ākāśagarbha)、Kokūzō
Gumonjihō、Jinenti(Svayam-bhujñāna)、Foresttraining
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